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神戸新聞社

15年前に子宮脱の手術をしました。数年後

ツサリー療法」を選びました。今も交換のた

と言われました。ア

ドバイスをお願いします。(92歳、女性)

に勝既脱になり、りング状の装具を付ける「ペ

めに定期的に通院していますが、医師から「ー
度外してみてはどうか」

令和ソ年/月ゞ日(日) 朝刊


